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ご質問、ご要望がございましたら、 

お気軽にお問合せください。 
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 鹿児島県の梅雨明けからおよそ一週間、昨年よりも

10日ほど早いですが関東地方も梅雨が明けました。ゲ

リラ豪雨などの天気の急変も心配ですが、熱中症対策とし

て、こまめな休憩や水分補給を心がけてください。 

 75号では、ウェルネスフードジャパン出展や公益財団法人ミズノ

スポーツ振興財団による助成金贈呈式について紹介します。 

スポーツで未来を拓く自分を創る 

平成29年 7月 29日 

1 
ウェルネスフードジャパンにブース出展しました！ 

 7月25-27日、東京ビッグサイトにおいて開催された

ウェルネスフードジャパンに本学のブースを出展しまし

た。本学の出展は、昨年に引き続き2回目となります。

今回の出展では、「その研究、大学に外注できるか

も？」のテーマのもと、スポーツパフォーマンス研究棟

の模型、棟内のVR紹介動画や産学連携の成果物の展

示を通じて、本学への受託研究や共同研究の広報活動

を行いました。また、ブースでの紹介のみならず、出展

している企業のブースを積極的に訪れ、産学連携に関

する情報収集を行いました。今回のブース出展は、本

学が持つスポーツに関する様々なノウハウと企業の企

画や製品を結びつけることができる機会となりました。

一般の方も数多く訪れ、「鹿屋アスリート食堂に行ったこ

とあるよ！」といった声も寄せられました。 

http://www.nifs-k.ac.jp/ 

ウェルネスフードジャパンでの様子 



http://www.nifs-k.ac.jp/ 
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2 
公益財団法人 ミズノスポーツ振興財団による助成金贈呈式 

国立大学法人鹿屋体育大学 東京サテライトキャンパス  

［開所時間］平日 9 時 00 分～17 時 00 分 

〒112-0012 東京都文京区大塚 3-29-1 筑波大学・鹿屋体育大学連携推進室 341 室  

TEL 03-6902-1240 FAX 03-6902-1371 E-mail satellite@nifs-k.ac.jp 

石田常任理事(左)と鶴岡専務理事(右) 

 6月27日、東京サテライトキャンパ

スにおいて、公益財団法人ミズノス

ポーツ振興財団による公益財団法

人鹿屋体育大学 体育・スポーツ振

興教育財団への助成金贈呈式が

行われました。贈呈式では、ミズノ

スポーツ振興財団の鶴岡秀樹専務

理事から 体育・スポーツ振興教育

財団の石田和彦常任理事に助成

金百万円が手渡されました。この

助成金は、学校・社会体育の振興

に対するものであり、鹿屋体育大

学 体育・スポーツ振興教育財団で

は、教育振興事業以外にも、冠ス

ポーツ奨学金として、体育・スポー

ツ活動において優秀な成績を収め

た学生又は競技団体に対する奨学

金の支給をしています。 

 東京メトロ丸ノ内線御茶ノ水駅から徒歩1分のところに、

昌平坂学問所があります。歴史の教科書で目にした経験の

ある人が多いと思います。昌平坂学問所の起源は上野忍岡

で林羅山が営んだ儒教の私塾まで遡ります。1690年（元禄3

年）に現在のところに移り、1797年（寛政9年）幕府直轄学

校として開設されました。明治維新を迎え、学問所が新政

府に引き継がれた後、1871年（明治4年）に閉鎖されました

（学問所として75年間）。昌平坂学問所は東京大学の前身

の1つであり、東京師範学校や東京女子師範学校の源流とも

なりました。東京サテライトキャンパスへお越しの際は、

歴史ある文京区を観光してみてはいかがでしょうか。 湯島聖堂 大成殿 

昌平坂学問所 

3 
第3回日本スポーツパフォーマンス学会 

 7月25日、第3回日本スポーツパ

フォーマンス学会が、東京ビッグサ

イトにおいて開催され、多くの本学

関係者が発表を行いました。学会

では、日本スポーツパフォーマン

ス学会会長の福永哲夫本学前学

長より、開会のあいさつがあり、そ

の後、一般発表やポスター発表が

行われました。また、シンポジウム

「体育・スポーツにおける実証研究

の考え方と研究の進め方」では、

本学教授の山本正嘉氏が座長を

務めました。シンポジウムの後に

は、学会賞、優秀賞の発表・表彰

が行われ、本学博士後期課程の

鈴木智晴さんが優秀賞を受賞され

ました。本学には2015年に運用を

開始した、最先端の測定機器を備

えたスポーツパフォーマンス研究

棟もあり、スポーツパフォーマンス

研究が、今後さらに発展していくこ

とが期待されます。 日本スポーツパフォーマンス学会の様子 


